






















This paper will investigate the development and changes of the modern industrial city of Xuzhou. 
According to the time axis, it will be divided into: the resource distribution and city composition of Xuzhou in 
the Qing Dynasty, the industry in the Republic of China, and the city's changes after the intervention of new 
transportation methods. The Characteristics of Xuzhou Industrial City and the Formation of Workers' Villages 
after the Founding of the People's Republic of China  
























































































































































































































































  図 11 徐州工人村の配置図 























 図 14 工人社宅平面図 
徐州の工人村の社宅配置はほぼ平行型であるから、
しかも工人村の配置図からは公園や広場の配置はほとん
どない状態、工人村に住む住民たちは工人以外に親族の
人もいる。子供ができ、石炭と重工業は基本的に重体力
労働なので、女性に向いてないから、女性の住民が働か
ない場合が多い、社宅内部の公共空間がとても限られて
いたから棟と棟の間に空き空間が広いため、住民たちの
コモンスペース二つの建築の間にコモンースペースがで
きていた、しかも工人村で出来ていたコモンースペース
は住民自発的に形成していた空間である。徐州の工人村
で形成したコモンスペースは自発的と計画上両方がある、
現代の社宅計画には公共空間がきちんと設計したから、
住民一人一人はどんな空間が欲しいがっているのはあま
り考えられないから、清潔や統一を得ることと共に住民
の創造力を抑えることになるから。当代徐州の工人村の
コモンスペースから、住民自発的に豊かな場を生まれる
ことが多い、そして、合理性にも含まれる空間である。 
 
結論 
清の時代では、工業が誕生する前に徐州は流通、商売、
交通の中心地として地位を確立した。清の時代に徐州の
工業進展は「点」、民国時期に入ると鉄道の開通は繋が
ってない点を線で結びつけた。徐州都市部の道路、機能
構成が交通基盤な工業都市に進展した、さらなる民族企
業がその時期で誕生した、まさに「中国は自強すべき」
時代である。 
新中国時代に入ると、徐州の工業発展は年々倍増長の
状態に入った。共産党が統一管轄のもとに徐州は衛星都
市思想を活用し、贾汪は徐州の衛星都市として徐州だけ
ではなく広範囲の都市に石炭、工業製品を提供する。都
心部は住、商、流通、工業地域などだんだん合併する。
地図上の都心部構成には特有な点が表す、贾汪も発展の
勢いがとてもいい、都市全体が工業集落に計画していた。 
 工人社宅からも外観が揃えたが平面操作がいろいろと
工夫していた。工人村に住む住民の仕事内容、家族構成、
周辺地域とのアクセスを含めて計画を検討した。現代中
国の集合住宅など参考になるでしょう。70 年代の時代背
景から中国は貧しい、生産力が低下した状態が、徐州の
工人村には豊か空間が展示されていた、政策によって計
画した空間と住民たちが自発的に創造した空間は当時に
はとても斬新な空間配置と思う。 
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